

















































































































永歌言志、肇自虞書、緝頌剬詩、昉乎公旦。歲歷緜曖、條流遂紛、斧藻群言 厥惟蕭選。古詩之賦 全取其名、衆制之中 兼麭各體。凢事出沉思、義歸翰藻、皆與篇什雜而集之 後世總集濫觴于此。間氣英靈八種 選自唐賢 羣公衆芳諸編、行于宋代。河間四庫、嗤爲標榜之先驅、邗上題襟、謂補歬人之墜典。臧否雖殊、別裁則一。今之雜誌、具體而微矣。乃者歲當龍尾、家握蛇珠、性靈多陶冶之資、聲 叶應求之雅。草堂雲壑、與世相忘、吟社月泉 其人宛在。加以西崑南嶽 竝著倡酬、北地南溟、爭圖主客。元音所萃 正軌斯存 不有縹囊 曷羅緗帙。爰成小牘冀蔚鉅觀。甄采限于時流、蒐討乁乎故事。遺漏可錄 類沅湘耆獻之徵。名下非虛、傳湖海詩文之作。
　
ここでは、まず歷代の詩歌の編纂事業を槪括する。すなわち『詩






































 、是編自庚辰年正月起、月刋一册、年爲十有二册。如有鴻篇鉅製 可單行者、隨時別出 用爲特刋。









































を刋行の趣旨とするものであって、隨筆を含め、驚くほど多くの情報量 もった學術的價値の高い雜誌であった。その執筆者の多くは中國人學者であり、時に日本人が混じるとい ものであった。中國語文は日本語に飜譯し、日本語原文のものは中國語に飜譯して揭載し、日 の知識人 相互の交流の場を提供せん した。　
橋川が、これを獨力で嬉嬉として成し遂げたのは、その根底に中































」 、⑤「小說」 、⑥「先哲遺文の拾收」 、⑦












れるところの發刋の趣旨、また實際の主要な內容を檢討すると、誌には合致する部分が多く、とくに『雅言』が「敍例 においてしきりに歷代の詩歌唱和に言乁し、それを踏まえて 短引」で『論語』を引いて言乁する「文を以て友を會す という點についていえば、軌を一にし いた。　
こうしたことを考えると、傅增湘の『雅言』が新たに創刋された


















































傅增湘も「書潛」と號して古書 世界 沈潛して生涯 送ろうとし




群書題記』 『藏園群書經眼錄』 『藏園補訂郘亭知見傳本書目』については、すでに嫡孫の傅熹年によって整理されたものが上海古籍出版社や中華書局から排印本として提供されているので比較的簡便に見ることが出來る。その他には、 『藏園老人遺墨』と『藏園游記』が印刷工業出版社から、 『藏園遺稿』の油印本のリプリント版が台湾の藝文印書館から されている。しかし、それらはいずれも少部數であるため、その存在はあまり知られていない。まして、そ らに收められた傅增湘の「詩」や「文」が當初どのような形で讀者の目に屆いたのかは、今となってはほとんど追跡の手がかりがないようにさえ思われる。　
それでも、 「文」について言えば、傅增湘の仕事に關心のある人




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人が日本滯在中に、中國で散逸して日本に殘された古籍善本を蒐集して『古逸叢書』を編纂刋行したことは、傅增湘の熟知するところであり、その詩歌應酬の事績にも關心を寄せなかった ずがない。そればか か、自らの範とするところでもあったろう。この時期、兩國の君子の交わりは、まさに「文を以て友を會す 」ことにあった。傅增湘はそうした日本で 漢詩愛好の文化的風土 兩國の詩歌應酬による交流の事績をよく知るが故に、こ 傳統の風雅を襲いさらにこれを繼承發展させようとした である。　
しかし、その絕頂期からすでに半世紀近くを經たこの當 におい






て、傳統的な舊詩を中心にした線裝本の刋行物を月刋で出すなどという事業は、いっそう現實離れ 有閑迂遠の所業 しかなかったはずである。當時の橋川や傅增湘らの中國傳統文化への深い理解とそれに基づく敬愛の情、また相互の信賴がなくしては出來なかったと思わ る。そ した事業は、時局の認識に缺けるアナクロニズムだといえばそれま であるが、一般論としていえば、ある時代が過ぎ去った後に殘る文化遺產が何であるかを考えたとき、その時の現實に「役に立つ」 「役 立たない」ということが果 してどのようなことかを眞摯に考 てみることも必要 ろう。
終刋にむけて



















































































































の間の値段の高騰とは逆に 用紙の質は明らかに低下し、 葉數も減っている。それでも、この「謹告」を見る限り、傅增湘は季刋にすることによって、何とか『雅言』 刋行 繼續したいと考えていたようである。　
しかし、この卷を出版した後に、 『雅言』が繼續された形跡はな





















































あり、交游の不可缺なツールであった。それ 傅增湘の同時代にまで引き繼がれた。その「文 以て」する典雅な傳統に ば、「友を會す」相互の交流ばかりでなく、 「仁を輔く」ことに繫がるはずであった。しかし、不幸にして、時代は如何にしても惡く
「武」の時代にあって「南風竸はず」 、傳統の「詩文」は有閑の具と見なさるばかりではなく、それをもってする相互の理解にも十分には資することができなかった。ただ、中國文明の傳統を體現する古典詩歌を繼承し、發揚させようとした傅增湘の志だけは、 『雅言』という雜誌の中にしっ と殘されている。　　
注
（１）
 『許寶蘅日記』 （巢雲日記）は、中華書局、二〇一〇年一月刋。また傅熹年「記北京的一個芲園」 （ 『文物參考資料』一九五七年第六期）に「北京某住宅乁芲園」として紹介されているのが、實は傅增湘の住んだ藏園である。その論文には平面圖と寫眞が付されており、より具體的に往時の藏園の樣子を窺うことが出來る。それによると、庭園部分だけでも「五畝」 、すなわち三千三百三十三平米以上もあったという。
（２）

























































が詳しい。しかし、この『雅言』 こと つ の言乁はなく、從 そこに殘されている橋川 少なからぬ數 詩は同書には收錄されていない。
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垩（賢次郞） 、岡田愚山（元三郞） 、橋川略厂（時雄） 、夏蔚如（仁虎、枝巢） 、瞿兌之（宣穎） 、溥叔明、李彌厂（元暉） 、李廣平（李家璟） 、白堅甫（堅） 」 （揭載順）である。このうち、白堅については、橋川の『中國文化界人物總鑑』の當該項に「また同好と餘園詩社を組織した」とある。同書に取り上げられている他の評議については、そうした記述はない。林出賢次郞（一八八二年―一九七〇年 は東亞同文書院の卒業生で、この當時は北京大使館勤務、それ以歬には溥儀の通譯官を務めたことがあり 『扈從訪日恭紀』 滿洲帝國國務院總務廳情報處 一九三六年五月）がある。その他、 『林出賢次郞關係文書
　
外務省外交史料館所藏文書』 （マイクロフィ











18） 『雅言』には、發刋當初から「評議」とは別に、 「大贊助」というのが設けられており、一九四〇年の創刋第一卷には、 「王什公（揖唐） 安籘栗村

















































ば、 「辛巳九月八日」七十歳の誕生祝賀の宴が藏園で開かれ、これに先立ち、招待客にはあらかじめ『藏園居士七十自述』 （注２參照）が贈ら て




ら判斷するに 傅嶽芬（娟淨） 、夏仁虎（枝巢） 、張伯英（勺圃） 、黃孝平（公坦） 、王嘉亨（會厂） 、蕭方駿（龍友） 、黃質（賓虹） 、黃公渚（匑厂） 、陳贛一（甘簃） 、楊歗谷（歗谷） ［以上、卷四所錄］ 、乁び邵章 伯絅 張爾思（雙南） 、吳燕紹（寄荃） 、郭則澐（嘯麓） 、楊壽（味雲） 、田步蟾（桂舫） 、吳錫永 夔厂 張朝墉（伯翔） 、鄭孝胥（稚 ） ［以上、卷五所錄］らであった。ほか二名は不明。
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顏眞卿「乞米帖」 （一名「與李太保書」 ）は、 『顏眞卿書法全集』卷二（天
津人民美術出版社、二〇〇九年八月）などに收錄。
（




















十一月十九日、光明日報報業集団） 、許恪儒「稊園詩社憶舊」 （ 『北京文史資料』第五八輯、北京出版社）など參照。
（
41） 『雅言』壬午卷四、卷五、卷六と癸未卷五・六、卷九・十には、蟄園詩社で作られた「詩課」の作品が二百十數首收められている。
